様式第３号　
	
【運営の方針】
１　　事業運営に関する基本的な考え方について
２　　当該事業の運営に関する方針について


【従事する職員について】
１　　職員配置計画について
　２　　人材確保・育成(研修体制)・雇用形態・賃金体系の考え方について
３　　職員の健康管理について
４　　本社（本部）の支援体制について


【運営体制】
１　　危機管理(防災・事故等)について
２　　環境衛生面について
　３　　個人情報の取扱いについて
４　　利用者のトラブルの未然防止及び対処方法について
　５　　区及び学校への連絡・協議体制について


【事業運営の内容】
１　　利用者等からの要望の把握及び実現策について
２　　特別に配慮が必要な児童について
　３　　安全・安心な運営への具体的な取組みについて
　４　　当該事業における特徴的な取組みについて
　５　　活動面における学校・ＰＴＡ・地域等との具体的な関わり方について　　　
　６　　地域の協力を得た活動内容について（放課後子供教室の場合）　
　※上記５、６については別紙も参照の上、本様式中に内容を記載してください



事　業　運　営　に　つ　い　て






様式第３号（別紙）

放課後子供教室の事業運営の内容
	
１．「５　活動面における学校・ＰＴＡ・地域等との関わり方について」
放課後子供教室の事業運営にあたって、「連携」において最も重要な点は何であると考えますか。そのために職員の意識づけを含めてどのように実践していくのか、貴団体の考えをご提示ください。また、当該放課後子供教室における各方面との連携を、ただ「連携する」で済ませるのでなく、それぞれに対してどのようにアプローチし、連携を推進していくのかを具体的にお示しください。地域団体も応募事業に即して具体的に記載してください。
以上の内容を様式第３号の当該項目中に記載してください。



	
２．「６　地域の協力を得た活動内容について」
当該放課後子供教室において、令和９年度に実施を計画する活動プログラム又はイベントの内容を、様式第３号の当該項目中に２つ具体的に記載してください。その際、以下の条件を満たすようにしてください。

（１）地域住民に参画していただく内容であること。講師、ボランティア、当日の参加者など、形式は問いません。ただし曖昧に「地域住民」とするのではなく、どのような立場の個人又は団体を対象としているのかを当該放課後子供教室に即した内容で明記してください。また、単に「声掛けする」で済ませるのでなく、その確保や周知、依頼などの方法についても具体的に案として提示してください。
（２）想定している実施内容や規模、（活動プログラムの場合は）実施頻度、実施のねらいなどを含めて、具体的に記載してください。
（３）各案はそれぞれ５００字以上で記載してください。
（４）選定事業者となった場合、事業を所管するこども家庭部児童・青少年育成課や当該放課後子供教室のコーディネーターも支援しますので、可能な限り実現に努めてください。実現可能性がない、あるいは実現させるつもりがない内容は決して記載しないでください。
（５）区内で既に事業を受託している場合は、他の運営現場で実施しているものは記載しないでください。





※放課後子供教室に応募する場合に、上記の内容を様式第３号に記載してください。

